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　　　　　　　　’におげる老あ分布およか血清学的七穴とそれに起因する食中毒について一
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　　　　　　　　（副査）教授山田俊雄　教授杉浦邦紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　論　文　内　容　の　要　旨

　　「ヒト」のウェルシュ菌食中毒を細菌学的に証明し，その原因菌を決定するにあたって，解明しておかね

　ばならない前提となる基礎的事項について，一連の調査研究を実施し，本州に起因する食中毒の実験室診断

　のための細菌学的，血清学的基礎資料を得ることができた。以上実験・目的，方法および結果について項を追

　って概要を述べる。

　　1．健康人における耐熱性ウェルシュ菌の分布と排菌の推移

　　ウェルシュ菌に起因する食中毒を論じるに当って，まず当面する問題は，細菌分類学上本菌種に属する菌

　が食品をはじめ広く自然界に分布しているばかりでなく，常に「ヒト」の重要な腸内常在菌の一種目して存

　在するという真実であろう。云うまでもなく，腸管常在性ウェルシュ菌には腸炎起病性はないとされていた

　が，それらの存在がウェルシュ菌食中毒の原因決：定に多大の混乱と困難を招来してきた。

　　1957年にはじめてH。bbsらがウェルシュ菌食中毒の菌学，疫学を確立した報告のなかで，「ヒト」に腸

　炎起病性を有するウェルシュ菌は，患者ふん便中では100。C1～5時間の加熱に耐える芽胞を形成している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》
　“いわウる耐熱性ウェルシュ菌”（以下，耐ウ菌と略す）であることを指摘している。この報告が契機となり

　諸外国ならびに我が国においても数多くめ本菌食中毒例が報告されるようになったが，耐ウ菌の生態，とく

　に健康人の排菌をめぐづて諸報告に一致をみないために，赤痢菌やサルモネラ菌等の代表的腸管病原菌のご

　とく，、耐ウ菌の存在が直裁に腸炎の原因であると結論できるか否かの聞題が未解決なまま残されてきた。こ1

　れまでの諸報告を総合していえることは，健康者の耐ウ菌検出率は，調査地域，年齢，居住環境の違いに左

’看される乏はいえ∴6涜；6至＝b％芝広い範囲を示し」（いる。こうした成績は本菌食中毒の菌学的決定に大き

妓障。な。て紘ここ輪中雛定の一つの顛な根拠、してあげられるの、、，すでにIH6bb、ら、・

　指摘したように，、本菌食中毒発生地域の健康者の耐ウ菌正常検出率の正確な把握であろう。つまり，．Hobbs

　らが細菌学的に耐ウ菌食中毒を決定する際に不可欠な条件として，食中毒が発生した地域に在住している健

　康人ふん便からの耐ウ茜検出率を上廻る高率な耐ウ菌の検出が患者ふん便に認められなければならないと指

　摘している点が第一に重視されなければならない。

　　以上の理由から，．一連の調査の第一段階として，1966～1968年の3ヵ年間にわたって，都市環境に生活し、

　ている健康人の耐ウ菌保有率を検討した。調査対象とした健康人は，1’》3才の乳幼児43名，6～11才の小
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の‘つの糊からなる計1・688名である・藤人か獅されたふん便は・チ”リ’レード脚嘩1§

鶴Cで60分間加糺冷却後3プCで24～48時間培養したのち・その2白金耳を5％卵黄加CW琴麟

平繊沫剛気培養を行ない・出現した疑わしい集落を難し・その生物学的諸性状欄ぺて三型驚

く同定した・その結果・融対象1・688名籍236名（14・0％）が耐ウ醐性であることが糊した・≒蟻撫

糊こみると・その検断1～3才の乳幼児では48名相12名（25・0％）・6～11才の学童で噸馨

榊139名伽％）；‘’15～17才の高校生では350名中40名（11・4％），20～50才の成糠145名 ｪ難
膿讃6罰鷲！歪篇震著鷲夏慧麗離こ囎簾鍵論無難

の検出坪勘低63％か撮高3ロ％ζ大きなばらつぎが認められたことからみて・以上の年鵬別難灘

率賄針差を求めることはでぎなか・た・ @　　　　　　　　1陰欝
　次に，上記の健康人のうち，同じ生活環境で，同一の食事を取って集団生活をしている人達の耐ウ菌持菌、亭嚢

状況の推移棚べるために・上記藤人のうち・都内期野際囎されて・・る聾児48名および某鯵懇

院生三者65名を選び，隔月および早月に連続3回本甲の検索を行ない，その検出率は調査時点により1嘩穿嚢婁

7…％・雪ぎく変動す・・とが知・れ島さら熔れ・検騰につ・・て・H・…型・一・3の抽燃

を用い働を行な・て弾初同野人か・磯馴だてて採取し㈱か・・回連続・て聯

の耐ウ菌を検出することのできた例は全く認められず，健康人の耐ウ菌の帯留は一過性のものであろうと廣憲難

論された。　　　　　　　　　　．　　　　　　　　P鑛．
ただ・・磁樋・幅れ麟772株中既知のH・bb・型・一・3（・の調査の時点では・3型迄噸

融さ漁’なか・た）のし弗かの血清型判別されたものは304株（39・4％）にすぎ懸りの468 ?c

鰻濃驚鍛鷲募量総論驚謄躍しその実験麟
2，H。bb、型嘱さない繍性ウ。ルシ。齢蜻学的型別　　　　　　　・灘黎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しコにセら

認：孟勧雛糠灘警畔織灘蕪鷺1繋識
それぞれの抗血清を作成した。得られた20の抗血清は交叉吸収，．凝集反応により異同をたしかめ，これら’懲i

の抗血瀞より型別不能の齢からさらに任意の菌株を選臨同様旧法で抽融侮未型返報嚇

』褒詳論講論郷郡瓢驚牙串雛繍鵜繍畿識雛

1黙黙議論。庶その抗血清を＿、＿＿属＿潤み；響
分布状況を把握す・・的で麺・の調醜1969一・97・年の・ケ年にわた・て，前回同様合計・・9・名り灘

健康人から得られたふん便について実施した。対象健康人の内訳膏ち　6～11歳の小学校児童362名，15ん1萱繊

麗聡警鼎錦灘顯鷲撮要1要蕪講導爆麟
のH．bb、型、一、7のいず梱。型置巧されたの躍り487灘つ・・てTW型血清、。よる型別を試みた．そ講
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の型別状況を供試菌株の由来別にみると，学童ふん便来由株168株中163株（97．0％），高校生ふん便由来

株147株中128こ口87．1％）および成人ふん便由来株172株中155株（90．1％）がTW型1－53のいずれか

に品別された。

　すなわち，今回TW型別の対象とした487株中446株（91．6％）がTW型1～55のいずれかに型押され，

残りの41株（8．4％）がこれらの新しいTW型別法によっても型別不能であった。なお比較的高頻度に検出

されたTW型菌は，1，5，6，11，20，21，31，44および52などであった。

　3．東京都内に発生したTW型耐熱性ウェルシュ菌に廻閉する食中毒の疫学塗らびに細菌学的検討

　Hobbs型耐ウ菌の腸炎二三性については，広く承認されているが，反面，これらに型別されないために，

耐ウ菌食中毒でありながら原因不明とされてきた事例の存在する可能性は否定できないであろう。上述のT

W型別の食中毒原因究明への菌学的応用はHobbs三二以外の耐ウ菌の腸炎四病性の確認するうえで重要な

手段となるといえる。ここではTW型に属する菌に起因した食中毒事例の発生の概要を述べ，これらの腸炎

四病性への疑問の解答を与えることとした。

　この検討は1968年以降，東京都内に発生した集団食中毒を対象に加えられた。その結果，著者が明らか

にしたTW型目ならびにTW型6による各1事例，さらにTW型4と45およびHobbs型11と15の4者の

混合感染と推定される1事例を明らかにすることがでぎた。

　その3事例の疫学ならびに細菌学的成績の概要は次のごとくである。

　事例1は，1968年6月19目，都内の某旅館に発生した集団食中毒である。原因追求の結果，耐ウ菌TW

型4に起因する食中毒と推定された。原因食品は「鶏肉煮付」で，それを喫食した328名のうち156名が発

病し，発病率は47．6％である。

　この事例の平均潜伏時間は16．4時間で，主症状は腹痛（85．3），水様性下痢（55．1％），倦怠感（37．8％）

頭痛（33，3％）および悪感（23．1％）である。少数例に発熱，嘔吐がみられた。

　細菌学的検査は原因食の残品および患者ふん便を対象に実施された。

　まず，原因食品からは1，非加熱直接分離培養で食品19当り3．7×103個のウェルシュ菌が検出され，それ

らの菌株の血清型別により，食品19品目TW型4が2．6×103個，型別不能株が1．1×103個と算定された。

Hobbs型菌は検出されていない。

　患者の場合は，採取可能であった2二日患者便7件について100。C1時間加熱後耐ウ菌の検索を行ない，

6例からTW型4を検出した。この型の菌は同じふん便の非加熱：分離培養でも純培養状に検出された。すな

わち，患者ふん藩中には原因食品検出菌と同一菌攣の耐ウ菌が多数排菌されていることカミ判明した。平行し

て行なった既知病原菌は陰性に終っている。

　事例2は，1970年2月18日，都内某小学校において給食の「鯨肉煮付」を原因食として発生した食中毒』

である。本証は結果的には耐ウ菌TW型4，45とHobbs型11，15の混合感染によるものと推定された。1

　同時喫食者640名中196名（発病率30．7％）が発病し，平均潜伏時問は15．3時間，主症状は，水様｛生下

痢（96．2％）と腹痛（75．6％）で，嘔気，嘔吐はなく，少数例に発熱が認められた。

　原因食：の残品と患者ふん便について実施した菌学的原因追求において，原因四温の「鯨肉煮付」からは，

非加熱直接分離培養で食品19当り1．7×105個のウェルシュ菌が検出され，それらの菌株から任意に選んだ

20菌株について血清型別を行なった結果，20菌株中10株がHobbs型11，6株がHobbs型15で，　TW型
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4および45がそれぞれ2株つつであ・た・　　　　　　　　　　．一〈、3
患都ついては・192名の3～5寧日ふ硬が瓢さ禰繭の検索が難され・うち・78件（9㍗％）ζ

が耐ウ菌陽性であり，他に既知病原菌は検出されていない。耐ウ菌陽性ふん便を検出菌型別に分けた成蜜て

は・Hobbs型11のみが検出されたふん便は23件・Hobbs型15が64件・TW型4が28件・TW型窪5・が∫

19件，HQbbs型11と15が共に検出されたもの12件，　Hobbs型15とTW型4の両検出便15件，茸。砧忌

型15とTW型45が5件，　H。bbs型11とTW型4および45の3型陽性が2件，またH。bbs型11と、15y濡

よびTW型4の3者営門便が1件であっ＃。、　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒　この成績は患者ふん便検出菌型と原因食検出菌のそれとの間に極めてよく一致していることを示し頬嬉

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，、望　一

　事例3は，1970年5月16日，都内某会社において社内給食の「ランチ」を原因食にして発生した傘索毒毒

で下町結果か・輔TW・醜画すると推定・紘　　　　．：誘
　推定原因食の内容はポークカツ，スパゲティー，いり卵，八宝菜および米飯である。　　　　　　　．．夢簿

「ランチ」喫儲213下中166名（発解77・9％）醗病し・潜伏時蹴平均12・3時間・主症状1圷痢1 ｴ
（94．6％），腹痛（7・7％〉で，そのタ・三三のものが雛葱嘔気嘔吐瀬痛および発熱を訴歳い懸

る。　　　　　　　　　　　　　　　　∴ゴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；ジ
　原因菌の検索は，原因食品の残品および患者ふん便について実施され，原因食の「ランチ」からは，非カポ楼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ、策
熱直接分離培養で食品19当り3．5×103個のウェルシュ菌が検出された。それらの検出菌株の血清麺螂TW
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よタ
型6であった。　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1鹸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，：難
　患者の場合は，病原菌の検索のため2～4病日の患者便16件が採取され，うち13件（81．3％）から耐力　繍

菌・・検出・臨・の鞭は謄・3中件・2から職検麟の血清型・同・TW型6が繍ぜ

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　妻藁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉譲
　本事例も，事例1の場合と同様に患老ふん便中の排菌状態を検討した結果，単一菌TW型6の排菌量ρ優ii妻ジ

雌が認めら糠。　　　・　　　　　　　　　．骸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　今回経験したTW型に起因すると推定された食中毒は，著者の血清型別を応用して明らかにされたもρて擁糠

ある。また，．比較的短い調査期間でありながら，3例のTW丁丁ウ菌食中毒が認められたζとは，　Ho恥s叢叢躍

以外の耐ウ菌平町の発生簾もかなり高い・とカ・祓さ泌。　．　　　　　．〕き綴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轡縫
　4」食中毒事例由来ウエルシュ菌の耐熱性芽胞形成能について　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　躍

搬に，細菌性食幅の原因融定に際して必要な条駄食幡に雛。た儲りふ硬から，謙譲

鵬炎磁筋灘観磁瀬棚鵬ど∴瀧職Σ潅。た食品から，患都ん便から検出癬嚢

たものと同一の菌が鎌された・とを確謝・ζと・㍉他の欝的傍証と共に噸不歌の鰭であポ騰

ころが，耐ウ菌食中毒の場合には，．ややその趣を異にし，推定原因食品から，耐ウ菌を検出するために，，モの　毒

食品乳剤を単にチオグ．リコレート培地に接種し，患者ふん便からの菌分離の際と同様に，100。Cに1時閻加㌢、

熱したのち菌分離を試みたのでは謝ウ菌の存在を証明する・とができないという難点がある・つまり・噂蔚

伝学的に耐熱性芽胞形成菌であっても，通常食品中に混在しているときは，必ずしも芽胞形成菌の形で存往　難

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i暴

謙謙雛；蕊麗婁諜蠕欝野離嚢1禦磯
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　そこで著者は，食品からの耐ウ菌の証明には，加熱を行なわない検体からの分離菌について，それらが遺

伝的に耐熱性芽胞を形成する能力があるかどうかを証明する必要があると考え，次の実験を行った。

　食中毒事例からの分離菌を用いた実験に先立って，H。bbs型1～17型別参考菌株について現在ウェルシ

ュ菌芽胞形成培地として報告されているEIInerの培地，　K：imらの培地，　Dancanらの培地，　Angelottiら

のSECブイヨンおよび西田らの肉カスブイヨンの5種類の培地の耐熱性芽胞形成能を比較検討した。各門

別参考菌株を接種し，37。Cで48時間培養した上記5種類の芽胞形成培地を，100。C60分間加熱し，冷却後

ぞめ1－ 昼熨��T．％卵黄加’dw寒天平板に塗沫して，上記の加熱条件に耐える芽胞を形成していた渉杏ガ・を馳7”

検討した。その結果，K：imらの培地が最もすぐれ，　Danca且らの培地がこれについで良い成績を示すことカ｛

判明した。この成績に基づいて，以下各種条件で分離された食中毒患者および健康人由来，また推定原因食

品由来の研究室保存株について耐熱性芽胞形成能をKlimらの培地およびDancanらの培地を併用して比較

検討した。

　その結果，われわれの研究室で経験した8裏例のウェルシュ菌食中毒の原因食品から，非加熱で分離され

た53菌株について耐熱性芽胞の形成能を調べたところ，50菌株（94．4％）に耐熱性芽胞形成能が認められ

た。

　これに反し，健康人ふん便から非加熱直接培養で分離された96菌株のいずれもが耐熱性芽胞形成能を示

さなかった。このことは，一見さきに示した健康人ふん便からの耐ウ菌検出の事実と矛盾するようであるが

健康人の腸管常在性ウェルシュ菌の大部分は80。C30分の加熱で死滅する熱抵抗性の弱い芽胞形成性のウェ

ルシュ菌で占められており，たとえ耐ウ菌が混在していても，その菌量は極めて少量であるため，健康人の

非加熱ふん便から直接分離した菌株の中に耐ウ菌が混入してくる確率が極端に低いことを示したものである

と考えた。

　一方，上記8事例の患者ふん便から非加熱で分離された39菌株のウェルシュ菌の場合に嬬　非加熱の状

態で分離された菌株であるにもかかわらず，その全株が耐熱性芽胞形成能を持った菌であり，耐ウ菌食中毒

の場合には，腸管常在ウェルシュ菌のそれをはるかに上廻る状態になるため，前記健康人ふん便からの分離

菌の場合とは逆に，耐ウ菌のみが検出されたものである。

　以上要約するに，健康人ふん便中に，「ヒト」の食中毒起因菌と同じ性状を持った耐ウ菌が広く分布して

、・ること，および血清学的には，それらからの分離耐ウ菌の約40％が，従来から知られているHobbsの1

～17型菌で，残りの約60％が今回著者が明らかにしたTW1～56型菌から成り立っていたことを述べた。『

・一 ｯ時に，一1968年か与1970年に至る3年間の比較的短い期間に，今回著者が健康人のふん便中に存在する　一、

ことを明らかにしたTW型菌と全く同一の抗原型を有する耐ウ菌に起因ナる集団食中毒事例が3例東京都内

に発生したことを，それらの疫学的調査結果をも含めて詳細に述べた。

　さらに，従来，耐ウ菌食中毒事件の解明の際に，推定原因食品と患老発生の因果関係を証明することが困

難であるとする原因の，食品中の耐ウ菌の証明を，非加熱食品の乳剤をいったん芽胞形成培地に接種して培

養したのち，その耐熱性芽胞形成能を調べて間接的に耐ウ菌が存在したことを証明する方法を確立し，耐ウ

菌食中毒の日常検査を容易にすることがでぎた。
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　　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨　　　　　　．卜i
人の細菌学幡は舗の細・原因する・㍉本緻の・う略定な血鯉の耐熱性ウ・・レシ・葺1・議

する食中毒の事例は従来その発見が可成り困難のようであった。著老はその理由として，もっぱらこφまう

な嫌気性菌の検出方法の不備をあげ，従って単に食中毒患者のふん便とか原因食について原因菌の検索を行・

なうにしても，その可検材料から分離されてくるウェルシュ菌が極めて特異的なものであって，すなわち：

その特徴として主題記載のように耐熱性ウェルシュ菌と称されるものであり，このような特殊な細菌あ棲艀門

状況を徹底的に追究した点が本論文の新知見と見なされる。　　　三∴・一一　’　　．　　　璽　’、1

堀著者の研究獺について・その材料や方法を中心として・その騨果につき轍する・すな悔

研究項目は次のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1鰯l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　μ　　2
　1　健康人における耐熱性ウェルシュ菌の分布と排菌の推移

　H　Hobbs型に属さない耐熱性ウェルシュ菌の血清学的門別　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　～

　皿．東京都内に発生したH。bbs型に該当しない耐熱性ウェルシェ菌に起因する食中毒の疫学ならびL細：霧

　　菌学的蜘　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　爬
験幡翻蝋・。ルシ。菌の耐難芽胞門門について　　　．　．i

　研究成績：

　今回の耐熱性ウェルシュ菌（以下耐ウ菌と略記）検出のための基本的な手技としては，可検材料をあら難！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗
かじめ増菌用培地（チオグリコレート）に投入し，それを100。C，1時間加熱の前処理をしてから冷却し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
以後，一旦，37。C18～48時間培養し，ついで集落分離用の選択培地（CW培地）に塗抹培養した。　　　二

1健康人における耐熱性ウェルシュ菌の分布と排菌の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をな
　1957年に英国のLo籠do丘市において，　Hobbsが集団食中毒の発生事例の原菌として，耐ウ菌の存在を確碧

認し・しかもその菌の血清学的型別を提唱して以来多くの学都この知見を追認することにな・燃こ

ような耐ウ菌は必ずしも食中毒患者ばかりでなく’，、健康人のふん便からも往々検出される事実もまた見受げナ

られることになった。なお，Hobbsの規定した耐ウ菌の血清型とは1型から17型にまで分類されてしるぢ

のである。従って，従来の食中毒事例の原因菌としては，大方この17血清型の何れかに一致することが轡

明していた。しかし，．一方において，Hobbsの血清型の何れにも該当しない耐ウ菌力稿率に健康人の腸管職駕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
に分布する事実が；今回の著者の調査結果として確認された。本論文には，このような耐ウ菌の検出率にゆ縁

ぎH。bbs型と，．またそれ以外の分類型（すなわち捨者独自の考案による血清型）とが，各年齢層や地域暴嘩

鱒騨纏・して，鰍う聯状態にあ・のか灘北搬記述し恢あみ・一！

　1・健康人のふん便
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ
　．1966～1968年の3年間に東京都内居住の年齢層の異なる5群の健康人のふん便約19を，グリセリン擬律こて

液4m1に取納し・可検材料とした6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　．　　　　　　　’”

　a．某乳児院に収容されている1～3歳の乳幼児：・　48名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

h
¢
4
亀

A～F．の右小学校の6～11歳の在学児童

某高校の15～17歳の在学生徒

某ホテルの20～50歳の従業員

某養老院に居住の60～80歳の老人

　：1，080名

　＝　350名

　：　145名

　：　65名
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　　上記対象のうち，小学校児童およびホテル従業員以外は，何れもそれぞれの同一施設において完全給

　　食：を受けていた。

　2。耐ウ菌の分離培養および同定法

　可検ふん強材料のチオグリコレート投入後に1CO◎C，1時間加熱後，流水にて冷却し，37。に18～48時間

培養し，培養後の培地の混濁とガス産生を認めた場合に，その2白金昇量を分離用平板培地（すなわちCW

培地）に塗抹し，嫌気ジャー内に収めて，ジャー内の酸素を除去してから水素ガスで置換し，18～24時悶飽

気培養した。分離菌株の同定セこはグラム染色法，インドール試験，牛乳凝固試験，レシチナーゼ試験，炭水

・化物発酵試験，好気培養試験などを行なった。

　3．凝集反応による血清学的隠蟹

　免液用抗原：Hoもbs影響参考菌株をZe…ss｝erのブドウ糖廠液寒天に分離培養し，　S型集落をチオグジコ

レート培地に釣菌移植し，37。Cに18～24蒔間培養した。この培養菌液0．2鶏1を龍記ブFウ糖血液寒天に

・新たに全面に塗布し，37℃，15～18時間嫌気培養後に発育した菌苔をかき集めて，0．6％ホルマリン加生理

・食塞液に浮遊させて，37℃に48時間放置した。次に5◎Orp皿に20分筒遠心沈澱を行ない，生理食塩液で

3回洗浄し，最後に0，6％ホルマリン加生理食塩液で5斑g／憩1の濃度に再浮遊させたものを免疫用抗原とし

噛たa

　なお，上記H：obbsの型1～13の各型別参考菌株はCentral　Public　Health　Laboratory（London）の

H。bbs博士から分与されたものである。

　抗血清：家兎に4臼間隔で上記抗原を0．5，LO，2．0，3．0皿1のli頂に静脈内注射し，さらに最終回に41n

を注射し，以後79目に試採毒し聖算の抗体緬を測定した。免疫用抗原に対する凝集素感力継：6葡以上に雪

上昇していれば，直ちに正式に採血し，分離した血清を56。C，30分間非働化してのち使用した。このよう

．な抗血清は一20。Cに凍結保存した。

　分離菌株の型別：・

　被検菌珠の恋清型は，それぞれの菌液による初め「のぜガラス」上の凝集反応を試み，凝集の確あられた

壕に，改めて当該抗血清との定量凝集反応を行なって決定された。なお，定量凝集反応の術式としては，

心，5％，．Tween　80加生理食塩液で倍数希釈した抗血清に1mg／m王の濃度の菌液を等量に加え，．50。C　16～18

時間の感作後に肉眼で反応を判定した。その結果，被検菌株が当該抗血清（類型血清）の固有凝集素価と同

程度江凝集した場合に，同一抗原型と決定した。

　以上の衛式に従って，調査対象1ゴ688．名につきふん便からの耐ウ菌検出成績を総合したところ，236名

　（14．0％）が1酎ウ菌陽｛生と判明した。これを年齢別に見ると，．・その検出率は前記（a）が12／48（25．0％），（b）が

139／1080（12．9），（c）が40／350（11．4％），（d）では25／145（17．2％），（e）では20／65（3α8％）と，、それぞれ

年齢層により僅かな検繊率上での差異を示した。しかし，漏一年齢層の中でも，地域の異なる小学校に通学

する6群の学童で，耐ウ菌の検出率が最低6．3％さら最高37．1％と大きなばらつきが認められたことから

．見て，以上の年齢層別の検出率には有意差を求めることができなかった。

　なお，上記の健康人のうち，．同一環填に，同一の食事を取って集団生活中の人々の耐ウ菌排出状況の推移

を調べるため，これらの人々として㈲の48名と（θ）の65名を選び1隔月および逐月に連続3回本菌の検索を

・行ない，その検出率ほ調査時点により10，4～30。8％と大きく変動することがわかった。さらに，これら検

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一17一



欝：叢叢饗灘豊麗茎葉鑑潔マ濃辮鷺西欝擬
　　滞留は一過性のものであろうと推論された。但しこのような耐ウ菌の分布が判明するに要した菌株数として；1縷

　　　上言・爾漁人の鞭由繍・菌の約・・9撒・継穂蘭森羅であ・た・1鱗

　　それらの蜻型男縮みるために桝から撚20齢を任意に選び出して・H。bbsら筋灘戦鷲

　　それぞれの徽清を㈱した・その蘇その20株の抽清鮫甑収によっ畷集反応の結果課曝拳

　　確かめ，もし，これらの抗血清でも戯事不能の菌株が残れば，さらに新たに別の菌株で同様に抗血清を調製凝

し・の・・にして耀別菌株の同定を・・までも続行・て・最簿鰍の・一・麟無懸

　　康人由来株を新たに56抗原型に型鋼することができた。この56の抗原型に対応する各盈筒型を著書嫁凄塵馨

コ欝τること鴫この騨購究の最糠働醐分黙れる灘

　　　以上のTW血清型が明らかになった時点で，その抗血清を用い，主としてヨobbs型に属さない耐ウ萱穿馨

分漁況を把握する目的で第2回目の調勲1969～1970年の2ケ年にわた・て湘岡様纈1091名噂懸i

人柄来す・ふん便・・つ喉施・輸出盛人の内訳・一1歳の小難童・・2名・・5一・ ﾓ縫
校生％◎鰍び・劇上繭人172名とし規醐鯉瑚鰭細菌割出された161件のふ噸醜

・それぞれ・個つつの籍禰・た計・・5株であ…れ…5株のうち・・8株（39・・％）・・既知の ｫ誌
型1～17の何れか曜別されたので誠り．48㈱こついてTW型蠕による型㈱みた・その蘇 ﾀ難

　　TW型別の対象とした487株のうち446株（9L6％）がTW1～56i型の何れかに型別され，残りの4≧：株i：蟹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τi‘いぼ．鴫ス
　　（8．4％）がこれらの新しいTW型別法によっても心理不能であった。なお，比較的高頻度に検出された丁鷲義

心菌一一・旧び52な・一
皿野曝醗生・たTW型耐熱性ウ・・レシ・菌セこ起因する食暢の疫学な棚こ細菌学㈱，蕪

　　H・bb・型耐・菌の腸炎起融・ついては・広く承認さ漁’砿反面これらが型別さ撫ために礁i嚢

　　ウ齢帳で効ながら姻棚と隷てきた翻の醸する磯猷否定できないであろう・上述の蝋藝

型男呼罪因獺への菌学的応酬恥・騨以外の耐・菌の腸炎起艦齢・上で騨叢

・一 ﾆなる去・、躍る…こ瀬は丁内職細菌に起因する食中欝例の発隼の鞭を述べ・これらの緬「・鰍嚢

　　ウ菌）の腸炎起病性への疑問の解答を与えることとした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細嗣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　＝賜窒誕

。灘糊灘灘嶽等繋畿鷺謙量・灘懲
懲欝　轍鯛るζζができ騨吻食繍の一つ欄犠

　　≧gr・年・月・9・・輔内の某描・淑集欲動醗生し蝋その原因脚蝿頭噸懸

W型・噛す・食幡・齪・れた・すなわち・職贔は（鶏肉煮付瓦・れを涌した32吻繋

　6名が鵜辮　6％であ観そj冾ﾍ購醐鱒痛（853％耀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝・丸、t三ド・3ξ



様性下痢（55．1％），倦怠感（37．8％），頭痛（33．3％）および悪感（23．1％）である。少数例に発熱，嘔吐

が見られた。

　細菌学的検査は原因食の残品および患者ふん便を対象に実施された。すなわち，原因食品からは非加熱直

接分離培養で食品19当り3．7×103個のウェルシュ菌が検出され，それらの菌株の血清型別により，食品

19当りTW型4が2．6×103個，型別不能株が1．1×103個と算定された。　Hobbs型菌は検出されていな

い。

　一方，患老について，採取可能であった2病日患者の便7件に？いて，1001C，．1時間ヵロ熱後耐ウ菌の検

索を行ない，6例からTW型4を検出した。この型の菌は同じ便の非加熱のままの分離培養でも純粋培養た

検出された。すなわち，患者ふん便の中には原因食品検出菌と同一菌型の耐ウ菌が多数排出されているζと

が判明した。なお，同時に平行して検索した既知病原菌は陰性に終っている。

IV食中毒事例由来ウェルシュ菌の耐熱性芽胞形成能について

　一般に，細菌性食中毒の原因菌決定のための必要条件としては，患者のふん便から，人体での腸炎蝉吟性

の細菌を分離同定すると同時に，推定原因食となった食品から，患者ふん便から検出されたものと同一の菌

が分離されたことを確認することが，その他の疫学的傍証と共に必要不可欠な条件である。ところが，耐ウ

菌による食中毒の場合には，ややその趣きを異にして，推定原因食品から耐ウ菌を検出する目的でその食品

乳剤を単にチオグリコレー．ト培地に培養し，患者ふん便からの菌分離の際と同様に100。C～1時間加熱した

のちに菌分離を試みたのでは，耐ウ菌の存在を証明することができないという難点がある。つまり，遺伝学

的に耐熱性芽胞形成菌の形で存在せずに大部分が栄養型の形をとっている。そのため食品を耐ウ菌分離の常

法に従って直接加熱した場合には，それらは死滅してしまい，その存在を証明することは不可能に近く，原

因を明らかになし得ない。

　そこで著者は，食中毒例からの分離菌を用いた実験に先立って，Hobbs型1－17型別参考菌株について，

現在ウェルシュ菌芽胞形成培地として報告されているEUner培地，　K：imらの培地，　Dancan培地5与種類．

の培地の耐熱性芽胞形成能を比較検討した。すなおち，凹型平平参考菌株をこれらの増菌用培地に培養し，

370C，48時間培養後に，その培養を100。C，60分間加熱し，冷却後その1白金耳を5％卵黄加CW寒天平

板に塗抹して，上記の加熱条件に耐える芽胞を形成していたかを検討した。その結果，Kimらの培地が最

もすぐれていた。

　そこで改めて，食中毒患者や健康人由来の耐ウ菌および推定原因食由来の耐ウ菌につき耐熱性芽胞形成能

をKimらの培地で試験した。その結果，当研究室が体験した8事例のウェルシュ菌食中毒の原因食品から

一神町艦さ蕪53雛っ、、て，耐難芽胞の形成朧調ぺだと・ろ・5・株．（94・4％）・に縢性芽胞の形，

成能のあることが判明した。これに反して，健康人のふん便由来の非加熱直接培養で分離され㌍96株の何

れもが耐熱性芽胞の形成能を示さなかった。このことは，一見，既述の健康人ふん便由来の耐ウ菌検出率の

事実と矛盾するようであるが，健康人の腸管常在性のウェルシュ菌の大部分は80。C，30分の加熱で死滅す

る熱抵抗性の弱い芽胞形成性のウェルシュ菌で占められておりギたとえ耐熱性ウェルシュ菌が混在していて

も，その菌量は極めて少量なために，健康人の非加熱ふん便から直接分離した菌株の中に耐ウ菌が混入して

くる確率が極端に低いことを示したものと考えられる。

　結　論：以上を要約すると，健康人ふん便中に，人の食中毒起因菌と同じ性状を有する耐ウ菌が広く分布
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中毒の・常鰹糠す・・と齢縞　　　　　　鳶擁
　以上，著者の本研究は，人の食中毒の原因として耐熱性ウェルシュ菌なるものの存在を強調した成績てみ

巌難響譲総麟奮墨激鷲灘欝難謙術弓懸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ご

していること・および蜻学的・・はそれらからの分謝噛の約賜が，従来から知られて・畑6晦パ『

1－17型菌℃残りの約・・％が今回舘・脇か・・した・W・一56型から成立して・…と軸た・な』『

隙・・968か・・97・年・・至・・年間…瀦・・今回・健康人のふん便中・・も存在す・・ξ晦醜

したTW型菌と全く同一の抗原型を有する耐ウ菌に起因する集団食中毒事例が3例：東京都内に発隼したこと　ノ

を，それらの疫学的調査結果をも含めて記述した。

さら喉糊職中麟の解明の際・ら翻殴・臓生の礁係を翻す…癖≒・、
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